
大阪大学・大学院人文学研究科（人文学専攻、芸術学専攻、日本学専攻）・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４４０１

基盤研究(C)（一般）

2022～2019

テクストの公と私―蘇軾の詩詞・書簡と文集編纂に関する研究―

Public and Private in Leterary Text: A Study of Su Shi's Poetry, Letters and 
Anthologies

７０１８４１５８研究者番号：

浅見　洋二（Asami, Yoji）

研究期間：

１９Ｋ００３６９

年 月 日現在  ５   ５ ２９

円     3,300,000

研究成果の概要（和文）：　中国宋代を代表する文人蘇軾の詩詞・書簡およびその文集編纂について、文人を取
り巻く社会的圏域を視野に入れながら考察を加えることにより、主として以下の点を明らかにした。
（一）詩詞や書簡は、専ら公的な社会圏域に属する詔勅や上表とは異なって、私的な圏域と公的な圏域との両者
にまたがって制作・受容されるテクストである。蘇軾の詩詞・書簡には、そのような特徴が従来になく鮮明に現
れている。
（二）政治犯として罪に問われた蘇軾の作品は弾圧を受け、公的な圏域に受け入れられなかった。しかし、蘇軾
はその弾圧をかいくくぐるようにして私的な圏域において詩詞・書簡を書き続けた。そこには蘇軾独自の表現戦
略が窺われる。

研究成果の概要（英文）： In an examination of the poetry, letters and anthologies of Su Shi, a 
representative poet and writer of the Song Dynasty, and with attention to the societal perspective 
of men of letters, the following main points were clarified.
(1)Differing from imperial edicts and presentations to the throne, which are exclusively in the 
public domain, poetry and letters are textual forms that are produced and received across both 
public and private spheres. Su Shi’s poems and letters clearly feature such characteristic, unseen 
in preceding literature.
 (2)The works of Su Shi, who was subjected to political persecution, were suppressed, and therefore 
not accepted in the public domain. However, Su Shi cleverly circumvented such treatment, continuing 
to write poetry and letters in the private sphere, wherein his unique expression strategy appears.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 従来の文学研究は、ややもすると文学作品本体の文学性を中心に据えて行われる嫌いがあった。それに対して
本研究は、作品をとりまく社会的圏域の在り方を視野に入れた点で独創的な学術的意義を有する。
　本研究では特に「公私」という観点から、蘇軾の文集に収められた詩詞・書簡を検討し、そこに表現された文
人の「私」的世界が、「公」的な社会圏域との間にいかなる緊張関係を有しているかを明らかにした。これは、
「公」と「私」の関係性が急速に変容を強いられている現代社会における個人の在り方を省みるうえでも参考の
価値がある。その点において、一定の社会的意義を有すると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者（浅見）はこれまで主として（1）「蘇軾の詩の草稿に関する研究」(2)「蘇軾の詩
詞・書簡と言論統制の関係に関する研究」を行ってきた。その概要は次の通りである。 
 (1)「蘇軾の詩の草稿に関する研究」は、南宋期に編まれた蘇軾詩集の注釈に見られる蘇軾詩
の草稿（親筆原稿）に関する記録に着目し、その文献学的・文学論的意義について考察を加えた
ものであり、次の諸点を明らかにした。蘇軾詩の草稿に書かれたメッセージは、後に文集に収め
られるテクスト（集本）と表現を異にするものが多い。草稿の表現が極めて私的な傾きを見せる
のに対して、集本のそれは私的な要素が削ぎ落とされ、より公的な傾きを見せている。ここから
は、蘇軾の詩のテクストが、私的な圏域から公的な圏域へと存在形態を変えていったプロセスを
具体的に見て取ることができる。かかるプロセスが明確に示されている点において、蘇軾詩のテ
クストは画期的な資料価値を有する。 
 (2)「蘇軾の詩詞・書簡と言論統制の関係に関する研究」は、北宋中後期の新旧両党による党
派闘争に巻きこまれた蘇軾が、公的な圏域では言論・創作活動を抑制する一方で、私的な圏域で
は少なからぬ詩詞や書簡を書き、親しい友人らとやりとりしていたことを明らかにした。そうし
たテクストのあり方を通して、秘密の圏域とも呼ぶべき私的なテクスト圏域が浮かびあがって
くる。その圏域のなかで蘇軾のテクストは交換・保存・伝承され、やがて各種の文集へとまとめ
られていったのである。 
 以上、(1)(2)の研究を通して、蘇軾の詩詞・書簡テクストを取り巻く社会的圏域について、文
集編纂との関連を視野に入れた研究を着想するに至った。 
さて、文学作品をはじめとする各種テクストは、それ自体で存在することはできない。それを
生み出し、受けとめ、伝えてゆく人間集団やそれによって構成される社会があってはじめて成り
立つもの、社会的な圏域・ネットワークのなかにあって存在するものである。 
では、前近代中国の各種テクストは、どのような圏域において生み出され、読まれ、受け継が
れたのか。詔勅・奏議・策論などの場合であれば、答えは比較的容易に導かれよう。その制作・
受容・伝承のほとんどすべての側面において、公的な圏域、すなわち皇帝を頂点とする官僚士大
夫集団によって形作られる圏域に属するテクストであった、と。だが、詩詞や書簡（尺牘）など
のテクストの場合、公私さまざまな圏域に関わる形で存在しており、簡単に概括することはでき
ない。その多様で複雑な存在形態を解明すべく、本研究は構想された。 
本研究が主たる対象とするのは、北宋・蘇軾の詩詞および書簡テクストである。蘇軾は、前近
代中国を代表する文人官僚であり、詔勅・奏議・策論などの公的な政治文書のほか、詩・賦・詞
などの韻文作品はもちろんのこと、多種多様な書簡を数多く書きのこしている。そのジャンルの
多様さ、作品数の多さは群を抜いている。前近代中国における各種テクストの制作・受容・伝承
のあり方を考察するうえで、蘇軾のテクストは他に類を見ないほどに充実した資料群を提供し
てくれている。 
本研究では、蘇軾の詩詞および書簡テクストを考察するに際して、蘇軾の文集（詩文集）編纂
との関連に重点を置く。なぜ、文集編纂と関連づけるのかと言えば、それは文集こそが個々のテ
クストを社会的存在として支える器であるからである。テクストは、文集に収められることによ
って私的な圏域を脱し、社会の公的な圏域へと送り出される。そして、多くの読者を獲得し、後
世へと保存・伝承されてゆく。つまり文集は、テクストを取り巻く圏域の「公」と「私」を結び
つける結節点としての役割を果たしている。この文集編纂の問題と関連させることで、蘇軾の詩
詞や書簡の社会的存在形態はより明確になると期待される。 
２．研究の目的 
従来、蘇軾のそれに限らず、詩・賦・詞などの韻文作品については、その芸術性・文学性を分
析する作品論的研究、作者や作者の人生に結びつける形での作者論的研究などが行われてきた
が、その多くはテクストの表現形式や表現内容を論ずるものであり、テクストがどのような社会
的圏域において作られ、読まれ、伝えられたか、テクストの社会的存在形態を論ずる視点は稀薄
である。一方、書簡については、そもそもそれを正面から論ずる研究自体が極めて少ない。部分
的に論及される場合も、そこに書き記された情報を基に文人の生活や交遊が論じられることは
あるが、テクストの社会的存在形態が論じられることはほとんどない。 
本研究は、かかる研究上の空白を補うことを目的とする点で独創性を有するが、加えて蘇軾の
文集（詩文集）編纂に関する問題と関連づける点でも独創性を有する。 
蘇軾の場合、自分自身の手で文集を編纂していた。それだけでなく、蘇軾以外の者が編纂した
文集も少なからず通行していた。蘇軾の死後も、さまざまな文集が数多く編纂され続けてゆく。
その過程で、従前の文集に漏れていた私的な書簡が集められ、また詩詞に注釈が附されるなどし
たほか、書簡および奏議・詔勅・策論などの公的文書を専門的にまとめた文集（専集）も編まれ
るなど、質量ともに極めて多彩で豊饒な様相を呈している。 
蘇軾の詩詞・書簡テクストの制作・受容・伝承のあり方は、このような文集編纂と完全に切り
離して論ずることはできない。まず、その制作のあり方について言えば、文集に収めること、す
なわち公的な圏域に送り出すことを前提にして書かれたテクストと、文集には収めず私的な圏



域に留め置くことを前提にして書かれたテクストとの間には、看過し得ない根本的な違いが存
すると考えられる。文集に収めることが前提になっていたか否か、その違いがテクストの制作の
あり方とどのように関わっていたかを明らかにすること、これが本研究の主たる目的の一つで
ある。 
詩詞・書簡テクストの受容・伝承のあり方について見ても、文集との関連は密接不可分である。
そもそも、それらのテクストは文集に収められることで広く社会に流通し、同時代の、また後世
の読者を多く獲得した。また、読者の需要を反映して、文集の編纂者によって詩や詞に注釈が附
され、従前はまとめて読まれることのなかった私信が読みやすい形に整理されていった。このよ
うに、もとは私的圏域のなかに留まっていたテクストが、文集を介して公的な圏域へと送り出さ
れ、幅広く受容・伝承されてゆくプロセスを分析することもまた本研究の主たる目的であり、従
来の研究では手つかずのままにのこされた重要な課題である。 
３．研究の方法 
本研究は、上記の基本目的を達成すべく、(1)「蘇軾の書簡と文集に関する文献学的研究」、(2)
「蘇軾の詩詞と書簡の相互連関に関する研究」、(3)「蘇軾の書簡と奏議・詔勅・策論との比較研
究」の三つを基軸に据えて行われる。 
(1)「蘇軾の書簡と文集に関する文献学的研究」は、従来ほとんど正面から研究されることの
なかった蘇軾の書簡について、各種文集の編纂状況と関連づけながら考察する基礎研究である。
中国において、書簡は古くから独立した文体として認められ、さまざまな作品が書かれてきた。
文集にも「書」の分類（部立て）が設けられている。それら「書」と呼ばれる書簡の多くは公的
な圏域に送り出すことを前提に書かれていた。蘇軾も、その種の書簡を書いており、蘇軾自編の
『東坡集』をはじめとして、文集の「書」部に収められて伝わる。 
蘇軾の場合、特に注目されるのは、これらの公的な性格の強い書簡に加えて、本来は公開を前
提としていなかった私的書簡が数多く伝わっている点である。それらのテクストは、蘇軾の没後、
南宋編の『東坡外集』などの文集の編纂者の手で集められ、「尺牘（小簡）」と呼ばれる私信の部
に収められて伝わったものである。こうした「尺牘」の受容・伝承のあり方について、南宋以後、
明清に至る時期に編纂された各種文集を広く視野に入れて解明する。 
(2)「蘇軾の詩詞と書簡の相互連関に関する研究」は、蘇軾の詩詞および書簡テクストの社会
的存在形態について、相互の連関に焦点を当てて考察を加える。蘇軾は北宋中後期の党派闘争に
巻きこまれ、その作品が弾劾の対象となった。このため、公的な圏域での言論・創作活動を抑制
し、親しい友人・同志との間で形作られる私的な圏域において秘やかに詩詞や書簡をやりとりす
るにとどめていた。ここでは、かかる私的圏域内における詩詞および書簡テクストの制作・交換・
受容・流通の諸相を総合的に解明する。また、それによって党争下の言論弾圧・言論統制の実態
について文学研究の立場から新知見を提示することをめざす。 
上記に加えて、蘇軾の詩詞と書簡の相互連関に関して特に注目したいのは、両者がセットとな
って、時には書簡のなかに詩詞が直接書き入れられる形で交換されていたことである。この点に
ついては、すでに発表した論文において初歩的な考察を行っている。その成果を踏まえて、書簡
と詩詞テクストの相互連関の諸相を具体的に解明する作業を進めたい。 
(3)「蘇軾の書簡と奏議・詔勅・策論との比較研究」は、書簡という私的要素の強いテクスト
と、その対極に位置する奏議・詔勅・策論といった公的要素の強いテクストとを比較・対照する
形で考察を加える。蘇軾は官僚士大夫として政治活動にも関わっており、限られた期間ではある
が要職に就いたこともある。そのなかで、さまざまな公的文書の作成にも携わった。それらのう
ち、ここでは特に奏議・詔勅・策論に着目する。これらのテクストは、従来はもっぱら政治史の
資料として活用されてきた。文学研究の対象となるのは本研究がはじめてと言ってもよいだろ
う。 
また、蘇軾の場合は後世、それらの公的文書を専門に収録する文集、すなわち『東坡奏議』十
五巻、『東坡外制集』三巻、『東坡内制集』十巻、『東坡応詔集』十巻などが編まれた点も大いに
注目される。一方で、蘇軾には『東坡先生往還尺牘』十巻、『東坡先生翰墨尺牘』八巻など、南
宋の坊刻本に淵源すると推測される書簡のみを収めた専集が編まれている。いずれも文人官僚
たちの文章作成の手本となったものと推測されるが、なお十分に解明されていない。本研究では、
これら各種専集が、どのようにして編まれたのか、またどのように読まれ、活用されたのか、そ
れらを取り巻く社会圏域に着目しながら考察する。いずれについても、従来の研究では取りあげ
られることがなく、本研究がはじめて取り組む課題である。 
なお本研究では、上記(1)(2)(3)の研究を進めるに当たって、蘇軾以外の文人の各種テクスト
についても可能な限り幅広く対象として取りあげる。例えば、唐の白居易、北宋の欧陽脩・黄庭
堅など。特に書簡については、欧陽脩・黄庭堅に関する研究は不可欠である。彼らの場合も、南
宋期に至って、従前の文集に漏れていた「尺牘」の類が数多く集められる。これらの文集も視野
に入れることで、蘇軾の文集編纂に見られる特質をより明確なものとしようと試みた。 
４．研究成果 
本研究は、北宋・蘇軾の詩詞・書簡テクストと文集編纂について、当時の文人社会の圏域・ネ
ットワークと関連づけながら考察することを目的とし、(1)蘇軾の書簡と文集に関する文献学的
研究、(2)蘇軾の詩詞と書簡の相互連関に関する研究、(3)蘇軾の書簡と奏議・詔勅・策論との比
較研究の三つを基軸として実施した。以下、年度別に述べよう。 
2019 年度 



全研究期間の初年度にあたる本年度は、上記のうち(1)の研究を年度を通して行った。これに
ついては、南宋における蘇軾文集、特に『東坡外集』について重点的に考察を加えた。具体的に
は、のちに編纂される各種東坡集における書簡収録状況との比較を行った。 
本年度は上記に加えて、(2)の研究に着手した。特に蘇軾の書簡のなかに詩詞が書き込まれた
ケースに着目して考察を加えた。この研究においては、詩詞テクストの交換・流通の実態を当時
の文人社会の圏域・ネットワークとの連関に重点を置いて検討することに重点を置いて実施し
た。 
以上の研究成果は、「文本的“公”与“私”―蘇軾尺牘与文集編纂」（『文学遺産』2019 年第 5
期）、「『避言』と『秘密』―中国の詩をつらぬくもの」（『現代詩手帖』第 63巻第 4号）などの論
文、および中国宋代文学学会での口頭報告「罪与田園―蘇軾、陸游詩文札記」（2019 年 10 月、
復旦大学）として発表した。 
2020 年度 
全研究期間の第二年度にあたる本年度は、上記(1)の研究については、南宋における蘇軾文集、
特に『東坡外集』について重点的に考察を加えた。 
(2)の研究については、特に蘇軾の書簡のなかに詩詞が書き込まれたケースに着目して考察を
加えた。この研究においては、詩詞テクストの交換・流通の実態を当時の文人社会の圏域・ネッ
トワークとの連関に重点を置いて検討することに重点を置いて実施した。本年度は、南宋の文人
陸游との比較にも範囲を広げて考察を進めた。 
本年度は(3)の研究にも着手した。陸游との比較を中心に初歩的な考察を行った。 
以上の研究成果は、「罪与田園―蘇軾、陸游研究的一個視点」（『文学論衡』総第 36 期、2020 年
6 月）および「罪と田園、あるいはヒン風について―蘇軾・陸游ノート」（『大阪大学大学院文学
研究科紀要』第 61 巻、2021 年 3 月）として公表した。  
2021 年度 
全研究期間の第三年度にあたる本年度は、上記(1)の研究については、南宋における蘇軾文集、
特に『東坡外集』について引きつづき考察を加えた。 
(2)の研究については、詩詞テクストの交換・流通の実態を当時の文人社会の圏域・ネットワ
ークとの連関に重点を置いて検討することに重点を置いて実施した。特に、詩詞が書簡を代行す
るテクストとして交換されるケースに着目して考察した。具体的には、弟の蘇轍との詩の交換を
取りあげ、その状況を整理するとともに、南宋の文人陸游のケースと比較しながら、その特質を
明らかにしようと試みた。 (3)の研究については、引きつづき陸游との比較を中心に初歩的な考
察を行った。 
以上の研究成果の一部は、日本中国学会第 73 回大会（2021 年度 10 月、愛知大学）において
「陸游における田園と国家―「耕織図詩」「諭俗文」を手がかりに―」と題する口頭発表として
公表した。 後に論文「陸游詩中的田園与国家：以≪耕織図詩≫及勧農文、諭俗文為線索」（衣若
芬編『五声十色：文図学視聴進行式』文図学会、2022 年 5月）として公表。 
2022 年度 
 全研究期間の最終年度にあたる本年度は、上記(1)の研究については、南宋における蘇軾文集、
特に『東坡外集』について引きつづき考察を加えた。 
(2)の研究については、詩詞テクストの交換・流通の実態を当時の文人社会の圏域・ネットワ
ークとの連関に重点を置いて検討することに重点を置いて実施した。特に、詩詞が書簡を代行す
るテクストとして交換されるケースに着目して考察した。具体的には、弟の蘇轍との詩の交換を
取りあげ、その状況を整理するとともに、南宋の文人陸游のケースと比較しながら、その特質を
明らかにしようと試みた。  
(3)の研究については、引きつづき陸游との比較を中心に初歩的な考察を行った。 
上記の研究を通して最終的には、蘇軾文学の理解のためには陸游との比較に注力する必要が
あることを認識するに至った。次の科学研究費補助金による研究として、蘇軾・陸游の比較研究
を行うべく、計画に着手したい。 
蘇軾・陸游の比較研究の成果の一部は、「父と子―蘇軾・陸游の詩における「孝」をめぐって
―」（『国学院中国学会報』第 68 輯、2022 年 12 月）と題する論文として公表した。 
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